
阿蘇の中央火丘群及び温泉の分布と

現火山活動勢力源の潜在位置に就て*
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我が火山阿蘇の誇りは，常に謹火噴煙活動絶えざる中央火口丘と之君主緯らすに異に以て

整然fこる外輪山が完備して複成火山の代表的態形えを現顕して居ること，而も其のカルデラ

は東西 18km南北 23kmに及び内に阿蘇 1郡3ナ町11ク村5高の人口えを安住せしめ其の雄

大なる|蛇界無比の栴あること，更にi毛の鴬ての溢i庇熔引は始ん t:')L州の大学に及び流布匝

域の成大なるー中心噴火の所産として之亦1世界屈指であることなど・，人骨よく知って居る

所である。慮で其の普大阿蘇の活動は将く措き，現在のカルデラ内の火山活動，換言すれ

ば現在中岳に於て噴煙噴火して居るところの勢力源或は活動マグマの潜花する1i'1:置と深さ

は如何であらうかζ 之が私の先づ問題にしずこし、事柄であるυ 勿論此の問題を解くことは中

々容易なものではなく，種々の方面から調査推究治重ねて慎重に判定せねばならぬのであ

るが，私は謹に外形的ながら火丘群及びilM.泉の分布そ熟視して大躍の腹案を排え，他の賓

質的な諸調査の旗備材料に供し7こ~ ，と思ふのである斗

さて阿蘇中央火口:群の配列tこっきでは，従来多くは東西線と南北線とがあると言はれ，

それがカ ノLデラ内の重要な裂弱線であるかに想像せられて居る様である、東西線といふの

は根子岳一高岳一中岳_."jt野火口瀬tこ至る線で，南北線とは御寵門LlI-烏帽子岳一杵島岳

一往生岳の線1ごといふのである。然し私の見る底では多少之と異なるものがある。 J:記の

束西線に就いては更に其の上t二草千里クi賓答火口，湯ノ谷，研究所山，栃木めiliit泉等もあ

って，之がーの重要な構造線すこることは間蓮ないと思ふが，所謂南北線なるものはどうも

肯定出来ない今御寵門・烏帽子・杵島・往生 4吊の各LII頂のみを見ると直線配刈の様にも

見えるが，然し夫等火口の配列は千里ナ潔火口伝も加へて賓に奇麗な圃弧醍列になってιIl

岳現火口を1'11心に持って居る 第1闘は松本数投の火fJ分布闘仁少しく範囲沿憤けて北壌・

本本論文は昭和 l'; ~r 10月熊本に於ける日本撃術協合年曾の特別講演kして述べたものの一部

分であるo

(1) 伊木常誠:阿蘇火山調査報交，震災激防調査曾報告第33量産(明治33年)(l頁。

(2) 絵本唯一:大阿蘇の新研究，昭和 7年
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y<塚・本壌なる段古の3小火山等主主追加し更に湘泉の分布えども??き添えたものである。 Eう

も只今の問題を論宇らには，火口群のみならす寸見泉分 ~ïぞど も併せ考へぬことには充分でな

いと{言す・るからである。

ー鰭カルデラの様な園蓋が其の重量に依って陥落すると きや，其のrjl央部在 fから撞き

上けられて壊れるときの裂綜は，放射線と同心園弧とが最も出来易い力事的理由があるO

1Iil記東西火口丘刈は其の放射線のーであり，所謂南北火口丘刈は其の賓同心国弧線の一つ

であると私には思はれる。そうし、ふ観貼からカペデラ内線ての火口丘乃至火口i坊と絶ての

湘泉とを併せ考へるに，賓に整然す二る配列で，中岳の現火口附近;a.~_Il心とし 4 個の同心闘

弧と 4傑の放射線とに全部包含IH.*る様である。

放射線では前記東西線を最重要線とし， htも北寄'Jには中舟火口到の方向ぞ延長して北

北西に向ひ湯山及びl句ノ t枚組泉カ・両に烹る線があ IJ，其の中途には本塚・北塚・灰J家の三

火丘と本塚淵泉が載って居る。 二大』こ'1'岳現火口から北西に杵島-_l-_米j家一米塚一蛇の尾

火口丘を漣ぬる線も放射弱線の一つで，現に其の延長線 1:には松本唯一教授ゐ指摘する的

石部落裏山の大断層があり，地とり崩落したと見える山塊が他の地かよりも遥かに大きく

且つ幾段にもなって居るし，更に其延長上には鞍岳もある。又肢も南寄りの放射線は中岳

一皿山 御竃門一夜峰一地獄等ケ池ぬる南西線で，其の延長上には伊木教授の示された沓

火IIJ俵iJJがある。高岳，鷲ナ峯も其線上にあるといってよいかも知れぬ。以上岡放射線は

互に20'-40'の角を爽み， Eを外端二線の聞は110'稼である。

同心圃弧の最外端は外輸に肢も近く，湯IlJ-内牧一折戸一率直帯(湯本)一栃木・戸下など

の温泉を漣ぬる弧線で，恐らく全力;.デヨの且の陥混線であらうと私は信する。 ~~2 闘弧

は夜峰一地獄一垂'E.一湯ノ:谷一米塚等の火口や瀧泉沿蓮ぬる線で，第3弧は既出の長も顕

著な往生枠島 千里ク演の線，叉第4国弧として楢尾岳一高撤 一丸山ー扇山ぞ通る闘弧

を考代る。 M論此の内設も顕著なのは第 1 と!:.f~3 の二弧線である。

一._s_ff々 が阿蘇の火口及ひit，'It泉の配列にかくの如き規律のあることに気付し、て見れば，

夫れより色々物理的意義深き挙制が吾々の月間裡にi字んで来る。-ff1Jへば各破綻線の集合中心

に常る~l'岳附近のみが有史以来今日まで活動を績けて居るのも尤もにし，其の中岳刊の火

口刈も成梶意義あるケ向を取って居る。更に重要なことは，現在噴火乃至渦泉の彩で多少と

(3) 松本唯一:大阿蘇の新研究. 139頁

( 10 ) 



阿蘇山の中央火丘群及び温泉の分布と現火山活動勢力源の潜在位置に就て

カナメ

も火 01活動与を示して居る匝域は ~II岳ぞ要とし 111岳火口到の延長を一港とする中心角110。ば

かりの扇形内に限られて居ることであるοこの事は阿蘇現在の火LII活動の勢力源，換言すれ

ば活動 7 グ7 が此の方両地-1"に潜在して居ることぞ暗示する極めて重大な事賓である J 往

I'ii盆 111 し)~つに所謂阿蘇熔岩が未j:マグ 7 として地下にあつに時代と蓮ひ，今や残留マグ

マ或はマク?となわ得べき高熱躍が僅かにカルデラの西学前記扇形地域下j:けに比較的議

所に存在し，熱と火山ガスと熔 lfl~と其他活動物質と勢力とを中吊に向って供給して居ると

想像せられる。カルデラの束Fドには中良子岳あるのみで，而も夫れは中央火口丘中でも極め

て古い部分に属し休止後既に鋸歯賦に削磨せられ居る有様で，此の方面には現在は活動源

は無いか或はあっても極めて微弱なものに遠ひない。

只悲に一言附記して置きすこいことがある Q それは「渦泉なるものは後火山作用であるか

ら， IR泉の存在冶以て現火山活動の勢力源存在の謹惨には出来まし、」といふ人があるかも

失fJれないからである。私は之に答へて日ぷ~温泉が後火山作用fごといふ言葉に捉はれては

困る。現に噴火して居る活火山の附近泊泉までが皆後火山作用でもあるまいではないか。

同ーの活火山地域内で地獄や温泉の多い方面と皆無な方面とがあつに場合，現泉地獄の多

い方面が熱源に近く IR泉背無の方而が熱源に蓮いとい-'、ことは疑ひないと信歩、る。
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